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目　的
　地域の実情に応じた地域福祉活動を実施する市内の各団体等に対し、その活動の経費を支援すること
を目的とします。

事業の実施主体
　市内の団体やボランティアグループ、自治会等

対象となる事業及び経費
◆地域における福祉活動全般に要する経費で、単なる団体の運営費など事業実施に直接関係のない経費
は対象としません。なお、申請される事業に対し、他から補助金・助成金等を受領または受領予定の場
合は、原則対象外とします。

⑴諸　謝　金・・・研修会、講演会やシンポジウム等における講師等への謝礼
⑵旅　　　費・・・講師への旅費（団体等のメンバー及びその関係者の交通費は対象外）

　⑶通信運搬費・・・切手代、ハガキ代（団体等のメンバー及びその関係者の電話代は対象外）
　⑷印刷製本費・・・資料作成代、コピー代、印刷代
　⑸備品購入費・・・見積書（原則、出水市内に店舗のある業者に限ります）
　⑹消 耗 品 費・・・商品代（景品）や飲食費（弁当、お茶菓子）は対象となりません。
【対象となる事業の例】

例１：自治会行事（運動会など）の参加者で足の悪い方がいるので、公民館に車いすを整備し、少し
でも参加しやすい環境づくりをしたい。

例２：自治会で次年度から地域活性化のため新たに文化祭を計画しているが、自治会の予算だけでは
資金が足りないため助成をお願いしたい。

例３：高齢者や介護を必要とされる方の安否確認等のために、自治会として簡易型緊急通報装置（グ
リップコール）を設置したいので助成をお願いしたい。

◆その他会長が必要と認める事業

留意点
◆助成を受けた回数・年度によって、申請が可能となる時期が違いますのでご注意ください。
　⑴助成をうけたことがない　 → 今回申請ができます。
　⑵過去１回助成を受けた　　 → 助成を受けた年度の２年後以降に申請ができます。
　⑶過去２回以上助成を受けた → 最後に助成を受けた年度の３年後以降に申請ができます。

詳しくはＰ３の表をご覧ください。

平成30年度共同募金地域活動助成金事業

　10月から始まった赤い羽根共同募金運動
ですが、現在まで多くの募金が集まってお
ります。10月７日（土）には市内各スーパーで高校生と街頭募金
を行い、３２５，８５９円の募金が集まりました。ご協力ください
ました方々、ありがとうございました。

赤い羽根共同募金
街頭募金を行いました。
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H27
年度

H28
年度

H29
年度

H30
年度

H31
年度

H32
年度

助成を受けたことがない団体等 ○→
過去１回
助成を受けた団体等

助成を受けた年度が平成28年度以前 助成 ○→
助成を受けた年度が平成29年度 助成 ○→

過去２回以上
助成を受けた団体等

最後に助成を受けた年度が平成27年度以前 助成 ○→
最後に助成を受けた年度が平成28年度 助成 ○→
最後に助成を受けた年度が平成29年度以前 助成 ○→

「○」の年度以降に申請が可能になります。申請可能年度が不明な団体は，事務局までお問い合わせく
ださい。

◆共同募金活動（募金活動や街頭募金）に協力していただける団体・自治会が対象となります。
（個人での申請はできません。）
◆前年度（H28 年度）と今年度（H29 年度）、共同募金へ協力いただけなかった自治会は、申請できません。
◆対象とする事業の総事業費は，配分限度額の３倍以内であること。
◆単年度の助成ですので、経常経費は対象となりません。
◆助成金の使用に当たっては、自己（団体含む）、または関連団体等が支払先となる支出は禁止します。
◆備品や印刷物等には赤い羽根共同募金から支援を受けていることを明示（シールの添付や印刷物への

掲載等）していただきます。
◆複数の出水市民を対象とする市内で行なう事業とします。
◆申請に関わる団体の活動や趣旨、事業内容が政治、宗教、営利などを目的としないこと。
◆申し込みは原則として１団体１事業とします。
◆自治会内の活動団体（サロンや見守り隊など）からの申請も自治会からの申請扱いとなります。
◆利用対象者及び活動者が概ね半数以上重複する場合等は同一団体とみなし、申請はできません。必要

に応じて会員名簿の提出を求めることがあります。
◆委員会での選考に対し，異議申し立ては行わないことをご了承のうえご応募ください。また，不採用

になった場合においても申請者に対し，その理由の開示は行いませんので，あらかじめご了承くださ
い。

配分限度額
◆事業費の４／５以内で助成限度額は５０, ０００円とする。
◆応募多数の場合は，まず新規申請を優先し、次に過去の助成回数の少ない団体から助成決定します。

調　査
　事例によっては、現地調査・訪問を行う場合があります。

配分決定時の負担条件
　事業終了後、速やかに事業活動報告と領収書（写）、写真を添付のうえご提出いただきます。

なお、指定する期日までに活動報告書の提出がない場合、助成金全額を返還していただきます。

申請受付期間
　平成２９年１１月１日（水）から平成３０年１月１２日（金）１７時まで

その他
申請書は出水市社会福祉協議会本所・各支所に設置してあります。

この事業は、来年度（平成 30年４月１日～平成 31年 3月 31日）に実施する事業が対象となりま
すので、申請の際にお間違えのないようご注意下さい。
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野田ハッピー☆スマイル ビバ☆スマイル 高尾野

平成30年 １月・２月・３月の
　  子育てサロン計画

材料費や道具が必要な場合があります。 開催場所や詳しい内容については
お問合せください。

　10時～11時30分まで

野田支所（ハッピー☆スマイル）
☎0996-84-2066

たかおの交流館（ビバ☆スマイル）
☎0996-64-2423

参加料100円お知らせ
子育てサロンにいらっしゃいませんか？

１月 2日 ( 火）▶正月休み16日(火）▶幼稚園との交流

２月 6日 ( 火）▶おしゃべりタイム20日(火）▶親子体操

３月 6日 ( 火）▶寒緋桜散策20日(火）▶おしゃべりタイム

10日(水）▶母子相談と乳児測定
24日(水）▶おしゃべりタイム
14日(水）▶おしゃべりタイム
28日(水）▶アクセサリ－作り
14日(水）▶おしゃべりタイム
28日(水）▶お休み

子育て支援ネットワーク連絡会を開催
　11月30日（木）、出水市子育て支援関係機関や関係団体、及び子育て
当事者によるネットワーク連絡会を出水市社会福祉会館で開催しました。
この連絡会は年１回開催し、５の関係機関、11の関係団体と情報交換を
しながら今年度で４回目になります。今回は新しく開院した病児保育室

の紹介・見学、及び子育て支援室（出
水市出水老人福祉センター内）の紹介
があり、その役割等について認識を深
めました。さらに従来の子育て支
援マップの見直しを行うなど、充
実した連絡会となりました。
　今後も関連機関・団体と一層の
連携や情報交換をしながら、子育
て中のお母さん方が地域で楽しく
安心して子育てができるよう支援
します。

子育て

スキルアップ講座の開催
　12月7日 ( 木 )、たかおの交流館に於いて子育てサポーター並びにファミリーサポー
トまかせて会員のスキルアップ講座を開催しました。
　年々参加者と利用者は、乳児連れの保護者の方が増えているほか、乳児を対象にした
サポートの依頼が増加してきています。その現状に合わせ、質の高いサポートを行うた
めに、今回は新生児の特徴や症状についての講話と沐浴サポートの実技演習を出水市の
保健師に指導いただきました。また、石坂分署の消防士による避難訓練と、消火訓練も
同時に実施しました。
　今後も参加者や利用者の現状に合わせた研修を開催し、サポートする会員のスキル
アップを図ってまいります。
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　11月16日野田中学校において福祉体験学習が行われました。当日は中
学３年生31名を対象に、午前中は出水地区聴覚障がい者協会牧実夫氏の
講話と手話サ－クルまなづるのみなさんによる手話講座を交えつつ、楽し
い講話の時間となりました。生徒たちからも質問が飛び交うなど積極的に
学ぶ姿がみられ、その他の生徒たちも興味深く聞きいっていました。
　午後からは、体育館にてふうせんバレ－を実施しました。これは、障が
いがあるないに関わらず誰もが参加することができるスポ－ツで、実際に
疑似体験をしながらゲ－ムに参加することで、チ－ム全体がどのようなサ
ポ－トが必要なのかを考え，全員が大切なチームの一員であることを改め
て確認していました。

お互いを理解し尊重できる力をめざして

カリキュラム
１　福祉講話・手話 ２　ふうせんバレ－

講師：出水地区聴覚障がい者協会（牧実夫氏）
　　　手話サ－クルまなづる

第13回ボランティア’ズ　パーティ開催
出水市ボランティア活動連絡会

平成29年11月25日 ( 土 ) たかおの交流館

　出水市内のボランティア活動に携わる団体や個人の方々の交
流や、ボランティア活動の啓発を目的にボランティア‘ ズパー
ティが今年も開催されました。ステージでは20団体（約200
名）が日頃の慰問活動の成果を披露し、テント内のブースでは、
13組の団体が手作りの小物やバザーでイベントを盛り上げま
した。

福祉体験学習

普段のボランティア活動に加えてダンスの
練習も頑張りました。

第13回ボランティア’ズ　パーティ開催第13回ボランティア’ズ　パーティ開催

　出水市内のボランティア活動に携わる団体や個人の方々の交　出水市内のボランティア活動に携わる団体や個人の方々の交　出水市内のボランティア活動に携わる団体や個人の方々の交
流や、ボランティア活動の啓発を目的にボランティア‘ ズパー流や、ボランティア活動の啓発を目的にボランティア‘ ズパー
ティが今年も開催されました。ステージでは20団体（約200ティが今年も開催されました。ステージでは20団体（約200
名）が日頃の慰問活動の成果を披露し、テント内のブースでは、
13組の団体が手作りの小物やバザーでイベントを盛り上げま13組の団体が手作りの小物やバザーでイベントを盛り上げま

出水市ボランティア活動連絡会
平成29年11月25日 ( 土 ) たかおの交流館平成29年11月25日 ( 土 ) たかおの交流館

　出水市内のボランティア活動に携わる団体や個人の方々の交
流や、ボランティア活動の啓発を目的にボランティア‘ ズパー流や、ボランティア活動の啓発を目的にボランティア‘ ズパー
ティが今年も開催されました。ステージでは20団体（約200
名）が日頃の慰問活動の成果を披露し、テント内のブースでは、
13組の団体が手作りの小物やバザーでイベントを盛り上げま13組の団体が手作りの小物やバザーでイベントを盛り上げま

野田中学校

小規模多機能介護事業所「暖らん」の
みなさんの手作り新聞エコバックが配
布され、大変喜ばれました。
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リサイクル＆ハートフルボランティア体験
　平成29年11月25日（土）出水市社会福祉会館で市内小学校の四・五・六年生を対象とした「リサイクル＆ハートフルボランティア体験」
を開催しました。

クリスマス交流会

リサイクルについて
　東出水小学校　六年
　　　　　有村　咲嬉
　出水市の家庭からたくさんのゴミが出ていることに
びっくりした。一人一人が、リサイクルの意識をもって
取り組むことが大切だと感じた。

ふれあい交流について
　下水流小学校　四年
� 井上　琳華　
　華の家の方々は、とっ
ても楽しんでくれまし
た。うれしかったし、
私も楽しかったです。

　ハガキ・プレゼントづくりについて
　西出水小学校　六年　　　　
� 西園　花凜　　　　　

　初めて会った他の学校の人たちと協力したり、話し合
いをしたりしながら作ることができた。チラシを使って、
ハガキが作れてびっくりした。

��地域に広がる交流の輪
平成２９年１２月１３日（水）
　出水市ボランティア活動連絡会では、野田地区のボ
ランティア交流を目的に、平成１９年度よりいずみ園
野田分場のみなさんと野田保育園年長さんを招いて、
クリスマス交流会を毎年開催しています。

　当日は、みなさんかわい
らしいサンタクロ－スの衣装に包まれながら、お話ボランティア
紙ふうせんによる読み聞かせや、保育園児による歌や踊りの披露
などもあり、和やかな雰囲気のもと楽しい交流会となりました。

　出水小学校　四年
　　　　吉田　真菜
　最初は不安だったけ
ど、華の家の皆さんと
ゲームをしていたら楽
しくなってきて、最後
の握手のときには涙が
でそうになった。
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◆福祉施設での傾聴ボランティア

◆高尾野地域文化祭

　野田女子高等学校は、生活文化科・食物科・衛生看護科の3つの学科と衛生看護科専攻科を有する県内唯一の県
立の女子校です。どの科も実習が多くあるなか、生徒会・家庭クラブ・ボランティア部等を中心として地域でのボ
ランティア活動や、赤い羽根・緑の羽根の募金活動、保育園・幼稚園・児童クラブ・福祉施設等との交流活動、奉
仕活動等に多くの生徒が積極的に取り組んでいます。
　野田小学校へ入学予定の園児に手作りのランドセル型交通安全キーホルダーをプレゼントし、また交通安全のエ
プロンシアターや読み聞かせを行い交通安全を呼びかけています。
　今後も、生徒が自主的に取り組み、地域の中で支え合いながら生きていることを感じ、思いやりの心や奉仕の心
を養うことができるような活動を行っていきたいと思います。

野田女子高等学校

◆校内『こどもの森』での子供たちとの交流

◆北薩合唱祭

ボ ンティラ ア
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　今号は、共同募金助成事業を広く市内の自治会及び団体、ボランティアグループ等
に活用していただくための広報と地域に密着した各事業の紹介を掲載しました。
　皆さまのご支援・ご協力により2017年も様々な福祉事業を展開することができた
ことに深く感謝申し上げます。2018年もよろしくお願いいたします。

　　　社会福祉法人　出水市社会福祉協議会
本所
　〒 899-0217
　鹿児島県出水市平和町 97番地
　TEL代表　0996-63-2140
　総 務 係　TEL　0996-63-3333
　事 業 係　TEL　0996-63-4180
　訪問介護　TEL　0996-63-7564
　居宅介護　TEL　0996-63-5036

高尾野支所
　〒 899-0401
　鹿児島県出水市高尾野町大久保16番地 1
　TEL　0996-82-4850

たかおの交流館
　〒 899-0401
　鹿児島県出水市高尾野町大久保 3719 番地
　TEL　0996-64-2423

野田支所
　〒 899-0501
　鹿児島県出水市野田町上名 6042 番地
　TEL　0996-84-2066

編集後記

教えてください

あなたのまちのボランティア 出 水 地 区

食生活改善推進員連絡協議会（出水地区）
活動日、時間　毎月第３月曜日、火曜日勉強会
　　　　　　　依頼があれば随時
活 動 場 所　出水市内全域
内 容 等　食育出前講座（学童保育、中学校、高齢者）料理教室
　　　　　　　現在 ４２ 名
活 動 年 数　昭和 ４４ 年　（４８年）
活動するきっかけ　他の団体の活動をみたり聞いたりして、自分たちの団体も

食育だけでなく、他の方面でも多くの方々のお役に立てた
らという思いからです。

活動の喜び　活動を通じていろんな人とのつながりや出会いがあり、一
緒になって活動する姿や笑顔が私達の励みになっています。

ひ と こ と　ボランティアに参加することによって団体の連帯感と仲間
意識が強くなって喜んでいます。また、自分たちが研修会
で学んだ食に関することを地域の方々に伝える嬉しさも感
じています。

事業係の部屋を移動しました！！

　出水市社会福祉協議会本所事業係は、老人福祉

センター内から社会福祉会館内へ部屋を移動しま

した。事業係に来られる際はお気を付けください。

なお、建物内の移動のため、住所や電話番号は以

前と変更ありません。

事業係 

社会福祉会館１階案内図 

老人福祉センター１階
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